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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第43期
第３四半期
連結累計期間

第44期
第３四半期
連結累計期間

第43期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 21,435,514 22,920,822 29,222,324

経常利益 (千円) 449,282 737,030 601,514

四半期(当期)純利益 (千円) 361,542 595,745 573,397

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 311,467 535,286 720,635

純資産額 (千円) 12,158,266 12,960,919 12,567,433

総資産額 (千円) 27,262,099 28,353,052 26,301,309

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 36.26 59.70 57.51

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 44.6 45.7 47.8

　

回次
第43期
第３四半期
連結会計期間

第44期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 17.78 50.92

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間における当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告

書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

  なお、重要事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもの

であります。

（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、長期化する欧州の債務危機問題、世界経済の減速懸

念など不透明な状況が続く中、12月に発足した新政権への期待から円安・株高が進行し変化の兆しが見

えました。しかし個人消費については厳しい雇用情勢のもと節約志向・低価格志向が続き、依然として停

滞した状況です。

当業界におきましても、現在の慎重な消費トレンドを反映して宝飾品の購買意欲は弱含んでおり、流通

段階でも在庫投資に慎重な姿勢が続いております。

こうした状況のもと当社グループでは、国内市場におきましては、シェア拡大を目指して営業部門を増

強した結果、グループ各社で着実にその成果を上げ、売上・利益ともに順調に伸長しました。また、営業増

強によるシェア拡大の効果が得られた事から営業効率の改善にも配慮し、人件費を含む販売費及び一般

管理費全般の見直し削減に着手しました。

一方、海外においても中国の製造子会社、無錫金藤首飾有限公司に新たに設置した製造設備が第３四半

期より稼働し、より付加価値の高い新製品を加えた幅広い品目を中国市場に投入開始しました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は229億20百万円(前年同四半期比6.9％増)、営業利益

は8億6百万円(前年同四半期比30.1％増)となり、経常利益は、前第３四半期連結累計期間に生じた為替差

損が当第３四半期連結累計期間では発生しなかった事などから前年同四半期比で改善し、7億37百万円

(前年同四半期比64.0％増)、四半期純利益は5億95百万円(前年同四半期比64.8％増)となりました。
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（２）財政状態の分析

資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末に比べ20億51百万円増加し283億53百万円と

なりました。主な要因は現金及び預金の増加７億98百万円、たな卸資産の増加14億61百万円や、投資その

他の資産の減少4億82百万円等によるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べ16億58百万円増加し153億92百万円となりました。主な要因は支払手

形及び買掛金の増加2億92百万円、短期借入金の増加8億10百万円、長期借入金の増加3億60百万円等によ

るものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ3億93百万円増加し129億60百万円となりました。主な要因は利益剰

余金の増加4億4百万円等によるものであります。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

（４）研究開発活動

該当事項はありません。

　

（５）従業員数

当第３四半期連結累計期間において、連結会社または提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

　

（６）生産、受注および販売の実績

当第３四半期連結累計期間において、生産、受注および販売実績の著しい変動はありません。

　

（７）主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動および主要な設備の前連結会計年度末

における計画の著しい変動はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 22,929,100

計 22,929,100

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,331,546 10,331,546
大阪証券取引所
JASDAQ

（スタンダード）

単元株式数は100株であ
ります。

計 10,331,546 10,331,546― ―

　

　
(2) 【新株予約権等の状況】

      該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

      該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

      該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年10月１日～
平成24年12月31日

― 10,331,546 ― 3,013,529 ― 2,944,369
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　
(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成24年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
  (自己保有株式)
 普通株式  361,300

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
 普通株式  

9,967,500
99,675              同上

単元未満株式  普通株式    2,746―               同上

発行済株式総数 10,331,546― ―

総株主の議決権 ― 99,675 ―

(注)  １ 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が、100株(議決権1個)含まれて

おります。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式89株が含まれております。

３  当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

② 【自己株式等】

平成24年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
 株式会社  桑山

東京都台東区東上野
二丁目23番21号

361,300― 361,300 3.5

計 ― 361,300― 361,300 3.5

(注) 当第３四半期会計期間末日現在の自己名義所有株式274,689株であります。  

　

２ 【役員の状況】

      該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年10月１日

から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,707,744 3,506,042

受取手形及び売掛金（純額） 4,340,430 4,342,936

商品及び製品 6,203,243 7,306,499

仕掛品 620,868 995,878

原材料及び貯蔵品 620,936 604,389

繰延税金資産 116,006 144,906

その他 405,521 468,504

流動資産合計 ※1
 15,014,752

※1
 17,369,158

固定資産

有形固定資産

土地 5,098,721 5,101,794

その他（純額） 1,544,438 1,782,059

有形固定資産合計 6,643,159 6,883,853

無形固定資産

のれん 69,698 45,846

その他 775,536 738,865

無形固定資産合計 845,235 784,712

投資その他の資産 ※2
 3,798,161

※2
 3,315,328

固定資産合計 11,286,556 10,983,894

資産合計 26,301,309 28,353,052

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,093,958 1,386,223

短期借入金 7,270,000 8,080,000

未払法人税等 85,189 145,124

賞与引当金 77,870 64,044

その他 1,538,986 1,713,640

流動負債合計 10,066,005 11,389,032

固定負債

長期借入金 2,978,076 3,338,792

繰延税金負債 194,281 149,823

役員退職慰労引当金 467,100 486,574

その他 28,414 27,909

固定負債合計 3,667,871 4,003,100

負債合計 13,733,876 15,392,133
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,013,529 3,013,529

資本剰余金 2,944,389 2,944,389

利益剰余金 6,576,314 6,980,978

自己株式 △205,624 △156,344

株主資本合計 12,328,608 12,782,552

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 391,219 317,526

為替換算調整勘定 △152,847 △139,647

その他の包括利益累計額合計 238,371 177,879

少数株主持分 453 486

純資産合計 12,567,433 12,960,919

負債純資産合計 26,301,309 28,353,052
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

売上高 21,435,514 22,920,822

売上原価 16,847,629 16,773,975

売上総利益 4,587,884 6,146,847

販売費及び一般管理費 ※
 3,967,976

※
 5,340,559

営業利益 619,907 806,287

営業外収益

受取利息 8,720 13,967

受取配当金 27,692 38,069

不動産賃貸料 18,905 18,155

為替差益 － 7,856

保険解約返戻金 22,164 －

その他 27,552 24,155

営業外収益合計 105,034 102,204

営業外費用

支払利息 109,611 104,465

為替差損 100,151 －

地金品借料 － 40,325

その他 65,897 26,670

営業外費用合計 275,660 171,461

経常利益 449,282 737,030

特別利益

固定資産売却益 1,309 1,267

投資有価証券売却益 2,121 －

特別利益合計 3,430 1,267

特別損失

固定資産売却損 － 11

固定資産除却損 645 1,527

会員権評価損 3,020 －

その他 654 －

特別損失合計 4,319 1,538

税金等調整前四半期純利益 448,393 736,759

法人税、住民税及び事業税 80,437 169,005

法人税等調整額 6,410 △28,024

法人税等合計 86,848 140,981

少数株主損益調整前四半期純利益 361,545 595,778

少数株主利益 2 33

四半期純利益 361,542 595,745
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 361,545 595,778

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 27,482 △73,692

繰延ヘッジ損益 △1,096 －

為替換算調整勘定 △76,463 13,200

その他の包括利益合計 △50,077 △60,491

四半期包括利益 311,467 535,286

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 311,465 535,253

少数株主に係る四半期包括利益 2 33
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期連結会計期間(自  平成24年10月１日  至  平成24年12月31日)

  該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

(1) 連結の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

(2) 持分法適用の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微

です。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

  該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

 
※１流動資産の貸倒引当金                2,498千円

 

※２投資その他の資産の貸倒引当金       32,355千円

 
※１流動資産の貸倒引当金               2,474千円

 

※２投資その他の資産の貸倒引当金      32,299千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

※  販売費及び一般管理費の主なもの

    給料                            790,623千円

    賞与引当金繰入額                 24,175千円

    減価償却費                      127,473千円

    広告宣伝費                      298,213千円

    支払手数料                    1,258,165千円

    役員退職慰労引当金繰入額         20,724千円

 

※  販売費及び一般管理費の主なもの

    給料                            897,244千円

    賞与引当金繰入額                 32,066千円

    減価償却費                      141,144千円

    広告宣伝費                      358,237千円

    支払手数料                    2,095,603千円

    役員退職慰労引当金繰入額         21,474千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係は作成しておりません。なお

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれん

の償却額は、次のとおりであります。

　
　
　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

減価償却費 241,261千円 250,361千円

のれんの償却額 23,851千円 23,851千円

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年6月29日
定時株主総会

普通株式 89,732 9.00平成23年3月31日平成23年6月30日 利益剰余金

平成23年11月9日
取締役会

普通株式 89,732 9.00平成23年9月30日平成23年12月16日 利益剰余金

　
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　
当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年6月28日
定時株主総会

普通株式 89,732 9.00平成24年3月31日平成24年6月29日 利益剰余金

平成24年11月8日
取締役会

普通株式 89,731 9.00平成24年9月30日平成24年12月14日 利益剰余金

　
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
３．株主資本の著しい変動

当社は、平成24年11月22日開催の取締役会決議に基づき、第三者割当による自己株式を処分することを

決議し、平成24年12月７日付で普通株式86,700株を処分いたしました。この結果、当第３四半期連結累計

期間において利益剰余金が11,617千円減少、自己株式が49,332千円減少し、当第３四半期連結会計期間末

において利益剰余金は6,980,978千円、自己株式は156,344千円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

当社グループは、宝飾品の製造、卸、販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　
Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

当社グループは、宝飾品の製造、卸、販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　
(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　
(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　
(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　
(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 36円26銭 59円70銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 361,542 595,745

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 361,542 595,745

普通株式の期中平均株式数(千株) 9,970 9,978

(注)  潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
２ 【その他】

第44期(平成24年４月１日から平成25年３月31日まで)中間配当について、平成24年11月８日開催の取締

役会において、平成24年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決

議いたしました。

①  配当金の総額                                 89,731千円

②  １株当たりの金額                               ９円00銭

③  支払請求権の効力発生日及び支払開始日   平成24年12月14日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年２月12日

株式会社  桑山

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    岸      洋  平  ㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    鈴  木      聡  ㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    宮  下      毅  ㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社桑山の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成24
年10月１日から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31
日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包
括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社桑山及び連結子会社の平成24年12月
31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していない
と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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